
今なぜ、国産生薬の栽培か
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薬用植物国内栽培の取り組み
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（公社）東京生薬協会の概要（１）
設 立 ： １９５３年(昭和２８年）１１月

（社団法人東京生薬協会として発足）

会員数 ： 法人正会員 ４３

個人正会員 ５6
賛助会員 １

サポーター  ４０
(令和６年３月現在）
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設立の趣意 ： 生薬の品質はその原料植物の栽培法と
調整法に左右されるものであり、このような薬用植物の
栽培と調整について実際的試験機関の指導のもと、都
民の保健衛生上の重要な役割を持つ医薬資源である
生薬の品質向上と生産強化、安定的な流通確保を図
る必要がある。

（公社）東京生薬協会の概要（２）
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∗ 薬用にする目的をもって植物，鉱物，動物，昆虫などの
全体，あるいは一部，分泌物などをそのまま，あるいは
乾燥，またはこれに簡単な加工を施したもの。

生薬のなかで大部分を占めるのは植物性生薬

生薬とは
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∗ 漢方薬とは、含まれる成分(構成生薬）は中国の古典

を基本にして複数の生薬を組み合わせ決まった処方と
なっていて、使用目標が定められており、漢方医学的
な診断に基づいて使われます。また、医療用と一般用
があり医療用は１４８処方のみ保険が認められ医師の処
方せんに基づいて処方されますが、一般用は２００処方
程度が薬局・薬店などで購入できます。

生薬製剤とは、生薬を組み合わせた構成なので、漢
方薬と似ていますが、根拠を持って決められている漢
方薬の処方内容や使用量とは多少内容が違っていたり
、西洋薬が配合されたりしています。しかし、中には、３
００年、４００年前から続いているものも数多くあります。

漢方製剤と生薬製剤
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１ 国内医薬品生産金額に占める漢方・生薬製剤の割合。
（令和４年）

国内医薬品生産金額約１０兆円の約２％

（１,９００億円程度）

２ 直近５年間の市場状況は、漢方・生薬製剤は１．２１倍（医薬
品全体では１．０６倍）

３ 生薬の年間使用量は約２８，０００トン（５年間で２８％増）

(この内中国産２３,３００トン約８３.２%、国産２,９００トン約１０％）

日本漢方生薬製剤協会調べ

生薬の流通と生産
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生薬（薬用植物を乾燥等の加工をしたもの)を取り巻く諸事情

国外事情 （カントリーリスク、資源の枯渇、価格の上昇、

安定供給、品質・安全性、等）

国内事情 （耕作放棄地の増大と活用、米やタバコに変わる代
替作物、農業の活性化、消費者の安心・安全指向、ＴＰＰ、

ＰＩＣ/ＳＧＭＰとGACP 、産地支援補助金等）

なぜ今、薬用植物の国内栽培か
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１ 現状
・ ほとんどが、農家と製薬・化粧品企業、生薬卸問屋並びに生薬
仲買人との契約栽培で双方にリスクがある。

・ 震災の影響で、青森から千葉にかけての太平洋側の栽培地が
壊滅状況にある。
・ 生産者の高齢化による継続性への危惧がある。
・ 薬用植物の栽培経験がないため、 生産者の理解が得にくい。
・ 薬用植物を育てる環境は、いい畑必要であるが、野菜を育て
たほうが収入が得やすい。

・ 出口戦略として、大手漢方企業と中小生薬製剤企業とは異な
る事情がある
・ 輸入生薬との価格差が（２倍から１０数倍）ある。

薬用植物国内栽培の現状と課題（１）
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２ 課題

・ 薬用植物を育てる環境は、いい畑必要であるが、耕作放棄
地や水田は2年ほどの土地改良が必要である

・ 生薬栽培を手がけたことのある農家が少ないため、薬用植物
への理解等がうすく、単年収益を求める

・ 登録農薬が少ない

・ 無農薬に近い栽培のため近隣田畑との調整等が必要

・ 原種、原植物の種苗の確保をどうするか

・ 栽培技術の習得をどうするか

・ 栽培技術指導者の確保をどうするか

・ 調整・修治技術等の習得をどうするか

薬用植物国内栽培の現状と課題（２）
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製薬会社が求める生薬

①トレーサビリティーが明確である事
②安全性が保証できる事
③日本薬局方等、規格に適合する事
④安定供給が出来る事
⑤価格が安定している事
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１ リスク管理として

・漢方処方生薬の大量確保の医療用企業と少量多品
種確保の家庭薬企業との違いにより、リスク管理の考
え方も違ってくる。

２ 企業戦略として

・家庭薬企業の立場からすると、消費者の安全・安心
指向を考えると喫急の課題との認識がある。

(逆に商機と捉えることもできる）

３ その他(促成栽培等、技術革新の応用）

・ 日本の技術や信頼をブランドにすれば、将来は輸
出産業化も夢ではない。

製薬企業としての生薬確保の考え方
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当協会における薬用植物国内栽培事業のしくみ

行政
（自治体）

（公的機関等）
種苗の提供・栽培技術指導

農地の提供・経費の支払い

栽培指導員制度

（品種の選定、適地、
土壌改良など）

（農地での試作栽培）

（約５年）
指導員派遣

販売

購入

販売

生薬栽培・加工業者

栽培技術指導

（従来はここでのみ契約栽培が行われている）

公益社団法人
東京生薬協会

・生薬栽培・加工業者
・生薬協会栽培指導員
・試験機関
（大学・農業試験場等）

購入

会員企業
・エンドユーザー募集

・漢方製剤
・生薬製剤

生薬栽培
加工業者

（修治・種苗提供）

農家
(生産組合）

国立研究開発法人
医薬基盤・健康・栄養
研究所薬用植物
資源研究センター
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１ 秋田県八峰町 協定：平成２４年６月

栽培品目： カンゾウ、キキョウ、カミツレ、ウイキョウ、セネガ、シャクヤク

２ 秋田県美郷町 協定：平成２５年２月

栽培品目： カンゾウ、キキョウ、エイジツ、センブリ、半夏、ほうの木

３ 新潟県新潟市 協定：平成２６年３月

栽培品目： トウキ、ミシマサイコ、ハト麦、半夏、カンゾウ、シャクヤク他

４ 岐阜県岐阜市 協定：平成２７年３月

栽培品目： キキョウ、ミシマサイコ、ハト麦、ヤマトトウキ、シャクヤク、

カワラヨモギ、ジオウ

５ 大分県杵築市 協定：平成２７年７月

栽培品目： キキョウ、ミシマサイコ、ハンゲ、ヤマトトウキ、シャクヤク他

協定自治体とその栽培状況
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協会事務局あてメールでご連絡ください

∗ （ホームページ参照してください）

お急ぎの場合：

協会宛お電話下さい

∗ （０３－３８６６－５５２２ 専務理事 末次宛）

協定に関するお問い合わせ
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